
順位

H19

0.1

H19

0.1

2

躍動し　魅力あふれる交流拠点都市をめざして

1

指標５

指標４

指標３

指標２

指標１

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標

第３節　工業の振興

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

指標名

31310

講習会、セミナー等を受講した人数

アドバイザー派遣をした企業のIT化実現件数

基準値

平成22年度までに1社1人と仮定して10社に
1社程度の利用があること。（H18事業者数
1,248社）

目標値を毎年度2件ずつ増加させていく。

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標１
（単位： 件）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：件 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

2

120100

1 4 60

目標値 目標値

57 10380

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

57 60

目標値 実績値実績値

年度

　相模原市の財政と市民の雇用を支える中小企業が安定的かつ継続して事業を営むことができるように、人材や技術など中小企業が保有
する経営資源に対して必要な支援を実施する。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

環境経済局

産業振興課

１　施策の目的

新津　昭博課長名

第１章　立地特性を生かした産業の振興をめざします

人材、技術など経営資源の強化支援

人件費 4,025 4,025

３　事業費                       　　　　　　　　　　     （単位：千円）

事業費

中小企業技術者育成支援制度利用
件数

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

9 10

実績値 目標値

２　施策の概要
　中小企業の技術力を支える従業員を対象とした人材育成研修や、新製品の開発や新分野への進出を目指す中小企業の研究開発の取
組みに対して、さがみはら産業創造センターや相模原商工会議所と連携し支援を行っている。

IT化促進事業利用件数

平成20年度（決算）

6,670 7,126

指標３
（単位： ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：　）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

平成21年8月3日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

◆総合計画における位置付け等

1

指標５
（単位：　）

8

2,405 2,405

1,017

0.1

278

0.1

0.1 1,955 0.1

1,805



4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

　市民満足度調査でも重要度が前回を上回る結果となっており、人材育
成の重要性が認識されてきている。

4　2　1

１次評価

B

市民満足度調査によ
り市民ニーズを把握
し、市民の立場に立っ
て事業展開している

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

各事業が果たす施策
に対する目標の達成
度合いを把握し、効果
の高い事業を実施し
ている

評価点

２次評価

8
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

B

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.149で全119施策の中で73番目。
○重要度は3.918で59番目である。
○改善要望度は0.078で48番目である。

Ｈ20評価点

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

B

課題
　前回の評価では、統合・廃止する事業となったが、少子高齢化に伴う若手ものづくり人材の不足や熟練技能
者の高齢化の問題は、中小企業のものづくり技術を次代に継承させていく上で大きな課題であり、また、市内
大学等の保有する施設の活用や技術者育成のための環境整備が産業界からも求められている。

解決策
　商工会議所や産業振興財団など中小企業支援機関と連携し、中小企業のニーズにマッチした研修の提供や
研修に対する助成を充実させるとともに、市内大学等が保有する施設や指導人材を活用した新たな人材育成
施策の構築に向け取り組みを進めている。

市民満足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

合計

4　2　1効率性

最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

人材、技術など経営資源の強化支援

20代

30代

40代

50代60代
70歳以上

北部

西部 南部

津久井

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　
←

　
重
要
度
　
→
　
低
い

平均  3.892

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇
地区別 Ｈ21△

施策 3.149 73位 3.918 59位
２０代 3.118 65位 3.788 74位
３０代 2.980 85位 3.975 47位
４０代 3.093 62位 3.733 73位
５０代 3.170 60位 3.901 57位
６０代 3.113 105位 3.947 63位
７０歳以上 3.392 53位 4.032 47位
北部 3.168 76位 3.994 49位
西部 3.025 105位 3.815 72位
南部 3.193 51位 3.833 68位
津久井 3.069 91位 4.091 33位

満足度 重要度


